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１．日 時：令和５年７月２６日(水) 15:00～16:40
２．場 所：利賀ダム工事事務所 会議室
３．審議結果：

○利賀ダム建設事業の概要について
・利賀ダム建設事業の概要、これまでの事業の進捗状況を報告。
・事業を巡る社会情勢等について説明し了承された。

○第１１回委員会の審議結果について
・第１１回委員会の審議結果について報告

○事業の実施状況等に関する事項について
・転流工事を令和５年度までに完了させ、令和６年度から本格的に利賀ダム本体及び右岸地盤変動域対策が開始されることを説明。
・令和５年度の工事概要及び工事進捗状況について説明。
・利賀ダム本体及び右岸地盤変動域対策と貯水池斜面対策の施工計画について、第２回基本計画以降に詳細設計により変更した点を説明。
・利賀ダム本体及び右岸地盤変動域対策では掘削時の上下作業による落石等の安全管理を含めた施工となることを説明。
・押場の斜面対策工の施工について、多工種を狭いところで同時に施工していくことから、施工には徹底した安全管理や進捗管理が必要であることを説明。

○コスト縮減等について
・これまで実施したコスト縮減策及び今後予定しているコスト縮減計画について説明。

●意見
・令和５年からダム本体工事や貯水池法面対策工事が実施されることから、本事業が計画段階から実施段階に移行していくこと
なる。そのため、工事の契約段階において、発注者と工事受注者とのリスク分担について、十分な精査を行い、本事業の安全性
について多面的なリスクマネジメントを行っていくことが必要。

・リスクマネジメントを確実に実施することにより、経費削減にも繋がってくる。
・ダム本体の基礎掘削工事及び右岸地盤変動域対策に対する大規模な斜面排土工事が同時に進行する。この大規模な掘削、
排土工事は、土工では応力解放挙動を呈し、地盤工学や岩盤工学では、安全度に対して最も不確実性の高い領域。加えて右
岸地盤変動域は断層や亀裂も多く、安全度はその影響を強く受ける。そしてダム本体掘削と右岸地盤変動域対策の掘削が上下
作業となり落石などの危険を伴う。ダム本体掘削工事及び右岸地盤変動域の対策には安全管理が極めて重要となるため安全
な施工管理に努めて頂きたい。

・地盤・地質状況を綿密に観察して頂き、想定外のトラブルが発生した場合でも、想定した工程に合うように施工方法の変更等に
ついて判断して頂くことが重要。

・事業費、コスト面、工期面というのを考えるのであれば、これらを守ることは、事業監理を行う上で重要。
・実際の地盤・地質状況に応じて柔軟な対応を行っていくことで、事業全体のマネジメントの見直しを適切に行っていけるような仕
組みを検討。
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審 議 結 果 の 公 開

これまでの審議結果を
事務所HPで公開

しています。


